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～受入目的～

• 陽気で明るく、開放的な性格のフィリピン人が一緒に就労する事で、

寿泉会職員が利用者様一人一人に対する接し方を学ぶと

共に、アジアという広いグローバルな視点で、介護をとらえ、

法人全体にいい影響を与える。



介護福祉士候補生
平成22年入国 ２名
平成24年入国 ２名
平成25年入国 ２名
平成26年入国 ２名

平成28年入国 ２名
平成29年入国 ２名
平成30年入国 ２名

介護福祉士合格者

8名／8名
（合格率 100％）



～受入れ準備について～



受入支援チーム
•担当職員生活支援

•日本語教師
•法人全職員日本語学習

•介護職員介護技術



受け入れにあたって・・・



取り組み理解の勉強会



お互いを知るために
◆横浜での日本語研修中、毎月1回手紙のやりとり。





日本人との架け橋

日本の母

良き相談相手

心の支え

ノリマツ・モラセ・フィデラ
（ 通所リハビリテーション）



・住まいは、施設から
徒歩５分の社宅

・家電や自転車
⇒職員からの寄贈

・同年入国者２人で生活



【学習時間：１年目】





食事形態について学習



【学習時間：２年目】





日本の文化を知る

職員旅行も一緒に



【学習時間：３年目】





地域配布のチラシ

生活面での支援

・買い物支援
・資源回収に参加



職員の
フィリピン研修



合格発表！みんなで喜びを分かち合う



・フィリピン人候補生やフィリピン介護福祉士が増えることで
フィリピン人同士の関わりのみ増える。

・仕事や生活の相談ごともフィリピン人同士だけで解決

・日本人とのコミュニケーションが大幅に減少

・日本語力や学習のスピードに遅れが出る

・国家資格取得が果たせない結果になる

今後の課題



紅葉見物

着物で散策





日本の施設

フィリピンの施設





ひげんばい!!

待っとくけん。

なかろう。



多くの
日本人と交流



皆さん、人生の目的は、
何ですか？










